
二次相転移 ･不可逆過程

p± 1奇 らK- Kc で 軸 ～finiteで d<op>A -- (称数的)であるが､

号<p< 1で､ dL/dK棚 で (dfOpJ>/dK は対数無限 である)C㌢誌 で有限で

その高さは (1-A_P) に反比例す るO この点の切線の傾 きは垂直で_ とがっ た

点であるようだ｡またA格子点だけの格子気体と考 えて､圧力Pは､ P(2N)慮T

=logZと ･LJ-て､p- Fl-Ⅴ 因をか くとt有限の長 さの水平部分は貴 く､ あ

る点で水平であるかの ようである乱

dP/ap の計算はまだ していをいのでこれについてはまたq)機会にするO

超 音 波 吸 収

谷 憲 輔

反強磁性体の相転移点近傍の轡音改吸収は､二 次相転移を琴 こす系の異常が-ヽ

接触系に も著 るしい影響 を及ぼす場合の恰好の一例である｡ 】交換相互作用の大

き萱草ス ピンを荷.う原子の韓動に よって変化することか ら生ず るス ピ㌢ ･フォ

ノン相互作用を採 ると､∵波数 kの音波輝 衰常数 aifは､ ノー マル モー ド草に働

らくランダムを力∝懲の時問相閑を用いて

ak-(｡甜 匝払 )kZ/2N,vm･Re･E(qI(i)･菟)e墾 -i甑t)dt･ (1)

ak-F l<zd k･fS･hROj)e熱 二eHTSj･oijJij(Si･SJ･) (2}

⊂=主コ==きコ チ→

去- せ る0--tこに ; (A･B)-j<菰 e-1HB,d千一β- - ,弓 はi番0

目のス ピンの平衡位置 ,pはnearest-neighbourdistance,･C は音速 で

あ る｡ _追

～(1は り (%(七号 蛋)の 叫 亘-:decay fdrmが % の温度 ,波数依存性を決 め

る ことが判 るが_そ の為 に二 次敦 か西次のモー メン トを比べ ると_'k〔1,1,1〕

として-① 高温領域でガウス塾 ①TN 近傍 でロー レンツ塾が期待 され る0
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その物理的根拠は ‥ ①ではス ピンがば らば らにをっ て了 うが､(言･電/KRL･)
の為 に ka≪ 1で も態 は eXChangeェネ}L,ギーに比例せず､従っ てkineⅡia-

tic.alslowingdoⅥ,を起 さぬこと､①では簸 ･a;)がス ピン系のCriti-

calfluctuaもionによって異常に増大 しt.hermodynami_cslowingdown

を惹起す隼 と ;に羊るo ①①の場合共 akや k2に比例す るQ濁 近傍及び高

温領域 の或 る笹度 (TcB)での aO?比は､丑も F2を例にとるとb

聖N/qT芋 j旦∞ 9㌔
r-EJ

1200- T一筆
(3)

と求め られ るa?isotro甲 土ネルギ~を考慮すればT- 範 での発散 は押 えら

れ るO(3)では高畠細 め akqEC即ちhrigh もemp l血 七の値を代入 したので

ロー L1,ンツ塾の (T一%Jlがあ らわに顔を軒したが､ 高温側 の一般 の温度でa

は (TLTN)薫 に比例す るsingdlaTityを示すoノ

kの ll.Q･･=:.0い . lil･_1, 0〕方 牢に対 L/ては-(封 もh a芸)をガウス型

or ロー レンツ塾 にするかに より'aのT-依存 性のみを らずk-依存性 もkor

k2と異つ-て くるOと も角 (㌔恥 a芸)､の髄 caylfbrn,が敏感にaあT.k

-依存 性に反映す.るo一連分 数串 ..(LCif,ど.,.Fpr享)逐 用いると簸 (f)･a芸)の decay

forⅡ】を決 める要を く簡単 に求まり､実は全温度領域 でαは(3)と同じ_即ち

(㌔恥 a)を ロ二 レシニア酎 ecayとしたと同じ･､ (T一戦 yltype､の Singu-

larityを示す ことが判る0 .-_

磁 性体 の電気抵抗

寓 成 勲

強 磁性酎 こS-d相互作用モデルを採用した場合の電気抵抗はKas甲al)早､

の他によっ て計算されてい て､定 性的 には実験結果 と一致 しているo しか し

定量的にはい くう カiの点が残 されてい るO 例えば 占Ld相互作用モデルが比
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